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IPPAN SHITSUMON

問 子育て世代包括支援
センターの現状について

事業を立ち上げ２年が経過した現在の成果や
状況、それらから見えた課題。そして、次年度
に向けた重点とする取り組みは。

問
ほぎもんバスとデマンド
タクシーの現状と今後の
事業運営について

①ほぎもんバスを小型化することにより、今ま
で行けなかったところも行けるようになるた
め、バスの運行ルートの見直しを検討する等
の方法で対応してはどうか。

②デマンドタクシーは今後どのように運営して
いくのでしょうか。

①現在のルート（停留所）について、まずは、
小型化したバスを、乗車される方へ周知させ
ていただき、各停留所の乗降状況を再度確認
したいと思います。小型化したことにより、
今後は、駅への乗り入れが可能と考えてお
り、坂祝の公共交通の起点である、駅を中心
としたルートの見直しを、公共交通会議や、
乗車される方の意見をいただき、今まで以上
に利用していただけるルート（停留所）を考
えていきます。

答 総務課長

②歩行等に制限があり、コミュニティバスが利
用しづらい方への補完的な外出支援事業とし
てこの事業を位置づけています。
令和２年度からほぎもんバスの小型化に伴
い、今後の利用動向を見極め、その利便性が
高まってきた際には、これら２つの事業の一
本化の方向も検討していくことも必要になっ
てくるものと考えております。

答 福祉課長

妊娠・出産という時期は、すべての妊婦が抱
えるリスクに対応した支援が必要な時期だと考
えますので、現在は産後ケアを実施する人にし
かケアプランを立てていませんが、すべての妊
婦にケアプランを作成する予定です。そして、
特に支援を要する妊婦（ハイリスク妊婦・特定
妊婦・自力で問題解決が困難な妊婦等）には、

答 こども課長

伊藤敬宏  議員
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問
教科書デジタル化と今後の
文科省通達における
授業内容について

文部科学省から、令和２年度から実施される
学習要領を踏まえた「主体的・対話的で深い学
び」の視点からの授業改善や、特別な配慮を必
要とする児童生徒等の学習困難低減のため、学
習者用デジタル教科書を制度化する「学校教育
法等の一部を改正する法律」等の関係法令が平
成３１年度から施行された。特に本年度は学習
要綱の中に防災も入ってきている。
坂祝小中学校においての取り組みも含め合わ
せて質問します。

問 学校及び公共施設における
トイレの改善について

現状、坂祝小学校における大便器洋式化は児
童数の割に各トイレに１箇所しかなく、低学年
では１つの洋式トイレに並んでしまい、身体に
も心にも悲しい思いをしてしまうという、現場
の声が聞こえて来ている。
トイレの改修は健康面にとって重要になると
共に「明るいトイレで学校の雰囲気がよくなっ
た」「生活マナーが向上した」などの教育効果も
大きいことが指摘される。
子どもだけではなく町民の防災の観点におい
ても早期実現につなげられたい。

これまでに教育ＩＣＴプログラミング教育に
対応するため、教職員用タブレット６台購入及
び各教室の無線ＬＡＮ整備を実施しました。学
校現場では電子黒板を利用し、教科書の内容な
どを映し出すことで児童生徒が同じ教材や問題

答 教育課長

林　重光  議員

より具体的な支援計画を本人と一緒に作成し、
きめ細やかな対応をしていきたいと考えてい
ます。

を見て「主体的・対話的で深い学び」に繋げて
います。
今後の予定では、国によりクラス全員が一度
にアクセスしても利用できる通信環境を整備す
る「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて、
児童生徒一人一台端末の整備事業において高速
大容量の通信ネットワークを前提とした、端末
１台当たり４万５千円の補助の交付をすること
としています。
これを受け、町として、児童生徒一人一台の
学習用端末（タブレットＰＣ）を令和５年度ま
でに計画的に整備するよう進めてまいります。
小中学校では地震・火災を想定しての命を守
る訓練を年３回実施し、大雨や土砂災害を想定
しての「引き渡し訓練」を１回実施しておりま
す。教科の指導の中でも、単元の内容と実生活
とを繋げて防災・減災に関する指導をし、防災
教育を行っています。

中学校においては平成２９年度に障がい児等
対応設備整備工事において国の交付金を受けな
がらトイレの洋式化をしました。
今後については、トイレの洋式化は十分認識
しております。

答 教育課長
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国土交通省では、平成２１年度から「かわま
ちづくり事業」始めております。これは、河川
とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の
景観・歴史・文化及び観光基盤などの資源や地
域の創意に富んだ知恵を活用し、市町村、民間
事業者及び地元住民と河川管理者の連携のもと、
実現性の高い水辺の整備・利用に係る河川空間
とまち空間が融合した良好な空間形成を目指し
た取り組みです。
当町もこの「かわまちづくり事業」への登録
を見据え、令和２年度一般会計予算に調査費を
計上し、今後、地域住民や関係団体等の参画を
得て計画を策定する予定です。

答 産業建設課長

問 木曽川河川敷の活用に
ついて

国土交通省では、昨年度より３年計画で、「防
災・減災・国土強靭化のための３か年緊急対策」
を進めており、現在、取組地区の木曽川河川敷
の竹林伐採を施工しておられる。そこで、竹林
が伐採された後の木曽川沿いの素晴らしい環
境を町民の皆さんが集い、楽しむ場として活用
できないものかと考えている。車を乗り入れ、
バーベキュー等楽しめる場所として最適であ
ると思う。
国土交通省に問い合わせたところ、町の申請
があれば許可されるとのことであった。
坂祝町として、木曽川河川敷を町民の「憩い
の広場」として活用される考えはあるのかお尋
ねします。

問 より良い公共交通である
ために

①ほぎもんバスの改善策は。

②見直しを考える中で、停留所に時刻表があっ
た方が利用しやすいと考えるが。

河村利道  議員

新井谷正代  議員

学校を含めた、公共施設・インフラ施設の「長
寿命化改修」など取り組むべき課題が山積して
いますので、過度な財政負担とならないよう国・
県の補助金を活用するとともに、優先度や緊急
性を勘案して計画的に進めてまいります。

小学校の和式トイレ

取組地区で進む竹林伐採
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防犯灯の無料化については考えていません。

答 総務課長

①バスの小型化、坂祝駅に停留所を設けられ
ないか等、停留所やルートの見直しを検討
します。

②考えたい。

③小型化バスはリースのためラッピングは難し
いが、マグネット式の広告を考えたい。

答 総務課長

①事前の住民の皆さんの反応からの見込みと、
利用ニーズが十分把握しきれていなかったこ
とが原因と考えられます。

答 福祉課長

③収入も考えるべきだと思うが、車体へのラッ
ピング広告の案内をしてはどうでしょうか。

問 防犯灯の電気料金の
無料化を求める

美濃加茂市、富加町では、数年前から地域自
治会の防犯灯の電気料金の無料化を実施してい
る。坂祝町も無料化を求めます。

問 太陽光発電設置条例の
設置を求める

事業者による土地開発行為は適切な措置を行
わない場合、周辺の雨水や土砂の流出、地滑り
等を発生させる恐れがある土地および周辺環境
の調査、土地の選定に当たっては、災害の防止、
周辺環境との調和などに配慮するとともに、ご
当地エネルギーの仕組み作り・反射光などによ
る地域住民の生活環境への影響がないように考
慮する必要があるのでは。

松田賢治  議員

問 デマンドタクシーについて

①事業開始から１年。見込んでいた程成果が出
なかったが、原因の分析はされていますか。

②改善策は。

③事業継続について。何かしら判断をする基準
は考えていますか。

④改善点はあるものの、以前の外出支援事業の
方が今出ている不便な点への対応が可能だと
考えるがどう考えますか。

②利用者等の意見などを継続して蓄積し、乗車
率が１．４人と少ないので、高めていけるよ
う課題とし、改善策を検討していきます。

③ほぎもんバスの小型化、ルート見直しなどで
利便性が高まれば一体化することも検討して
いくことになります。

④運転手を必要な人数だけ確保するのは難しい
と考えます。
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小島利成  議員事業者による適正な環境配慮、近隣住民の説
明の有無など、事業者のとるべき責務を明確に
し、町として把握しておくべき事項についての
届出制度創設について、今後検討したいと考え
ております。

答 産業建設課長

岐阜県においても再接種費用を助成する市町
村に対して、その基準額の１／２の額を県が補
助するというものになっています。当町におき
ましても「坂祝町特別な理由による任意予防接
種費用助成金支給要綱」を制定し、昨年４月１
日から施行しています。再接種者があれば、経
済的負担を軽減するとともに、感染及び発病防
止を図ってまいります。

答 福祉課長

①先月、県の観光企画課長が来庁し、今後の県
の進め方を説明されました。先ず木曽川流域
のコンセプト（概念）を決めたり、対象エリ
アを絞り込む等、日本ラインを意識した話し
合いの場を始めるとの事です。既に民間レベ
ルでプロジェクト実現に向けて話し合いが進
んでおり、先日もその代表者から沢山のアイ
デアがあるお話を聞き、坂祝町としての収入
を生む事業（経済効果）のアイデアも聞かせ
ていただきました。

②この機会を絶好の機会と捉え、積極的な参画
を行い、この日本ラインの景勝地を生かして
いきたいと考えています。

③オートキャンプ場などアウトドア的な活用
や、木曽川沿いに花桃やモミジを植栽して観
光客を呼び込むなどのアイデアを考えられて
いるようです。

答 総務課長問
ワクチン行政の推進と
小児がん対策の推進を
求める

予防接種でできた抗体が失われ、免疫力が低
下した子どもへの再接種費用の助成を求めます。

問
県の木曽川中流域での
広域観光連携にどう対応
するか

①県は令和２年度より「清流木曽川再発見プロ
ジェクト（仮称）」を始める予定と聞くが、昭
和５８年美濃加茂水害以来、堤防が出来てド
ライブイン等の商業施設がなくなった今、町
として観光振興にどう対応されますか。

②町には名勝木曽川をはじめ「宝物」が沢山あ
るので、この機会に民間の力も活用し観光に
よる産業振興に繋げられないか、今後の進め
方を伺います。

③民間の方のアイデアの一端だけでも教えてい
ただきたい。
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私は今年で９０歳になり、坂祝へ来て７０年に

なります。

今思えば、郷土史や俳句を垣間見てきたのが、

私の宝物だと思います。昭和２７年に現在の小学

校北側に家を建て、私の歴史が始まりました。数

年前から、思い立つままに以前住んでいた取組の

歴史を残そうと、古い商店等が立ち並んだ地図を

書き記しました。

私が歴史に愛着を持ったのも、郷土史研究会に

入らせて頂いたお蔭でもあり、なかでも十数年前

に坂祝町史（史料編）に載せて頂けた事は嬉しい限

りでした。

俳句会でも勉強させて頂いた事も含め、３５年

も続けられた事ですね。人生最大の喜びは、小・

中学校に出掛け、子どもたちに俳句を学ぶ勉強の

手助けができました。今後も貢献できるよう、努

力していきたいと思っています。

ては、「木曽川広域連携事業」や「かわまち
づくり事業」と一体的に取り組むことを考え
ています。

②維持管理については、官民協働が基本です。
ソフト対策についても森林保護や木材活用の
イベント・教室の開催等も検討していきます。

①今年度、県において水路内の既存歩道のかさ
上げ工事等を行いより安全性を確保しまし
た。そして、来年度以降「（仮称）中山道補完
遊歩道」を開設する予定です。整備効果とし

答 産業建設課長

問
中山道不通区間の改善策
の現状と今後の対応に
ついて 

①勝山地内うとう峠に向かう中山道の一部が、
県内唯一の不通区間となっている。令和２年
度当初予算案で改善策が提案されたが、事業
内容と整備効果について説明願います。

②今後の維持管理と関係市町と連携したソフト
対策についてもお聞きします。

水路を利用した歩道

三品さん制作の昔の取組商店街地図

三品　久子

郷土を
　こよなく愛して

七十年

坂祝町に住み、各分野でご活躍されている住民の方々をご紹介します。
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3月定例会

議案と審議結果

議決結果　◎…可決、同意、採択　△…修正可決　╳…否決、不同意、不採択
賛否状況　○…賛成　╳…反対　―…議長は裁決に加わらない　欠…欠席

議  

決  

結  

果

議　　員　　名

①
小
島
利
成

②
三
品
敏
男

③
伊
藤
敬
宏

④
林
　
重
光

⑤
和
田
雅
彦

⑥
松
田
和
樹

⑦
河
村
利
道

⑧
竹
内
浩
一

⑨
新
井
谷
正
代

⑩
松
田
賢
治議案番号 議　　　案　　　名

主　　な　　内　　容
承認第１号 専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度坂祝町一般会計補正予算（第 5 号）） ◎ ○

欠

○ ○

欠

○ ○ ― ○ ○
12 月の人事異動による人件費の事業間調整

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度坂祝町一般会計補正予算（第 6 号）） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
本年 6 月からのごみ袋料金改定（予定）に伴うごみ袋不足への対応

議案第１号 坂祝町印鑑条例の一部を改正する条例について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○成年被後見人等に係る措置の適正化への対応や印鑑登録証明書

の交付申請にかかる特例措置等

議案第２号 坂祝町監査委員条例及び坂祝町水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例の一部を改正する条例について

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ×
地方自治法等の条項ずれに伴い､ 引用する各条例の条項ずれを
変更

議案第３号 坂祝町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につ
いて ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
行政オンライン化法の題名改称及び条号ずれの解消

議案第４号 機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

組織の機構改革に伴い､ 各条例に規定されている課名を変更

議案第５号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
会計年度任用職員制度の創設等に伴い､ 所要の措置を講ずる

議案第６号 坂祝町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例に
ついて ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
会計年度任用職員に地方公務員法の規定が適用されることによる改正

議案第７号 坂祝町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す
る条例の一部を改正する条例について

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
フルタイム会計年度任用職員が常勤職員と同様に給料､ 手当及
び旅費の支給対象であることの明確化

議案第８号 坂祝町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
職員の給与に関する条例が一部改正されたことに伴う会計年度
任用職員に関する給与等の関係規定の整備

議案第９号 坂祝町税条例の一部を改正する条例について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○地方税法の改正に伴う坂祝町税条例の一部改正にあたり､ 参考

とする税条例（例）と当町税条例と条番号を合わせる等

　令和２年第１回坂祝町議会定例会は、３月 4日から３月 13 日までの 10 日間の日程で開催さ
れました。
提出議案は条例案件１２件、予算案件１１件、発議案件 1件、請願案件 1件で、その他案件４件
それぞれ審議・採決した結果、以下のとおりとなりました。
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議案番号
議　　　案　　　名

議  

決  

結  

果

議　　員　　名

①
小
島
利
成

②
三
品
敏
男

③
伊
藤
敬
宏

④
林
　
重
光

⑤
和
田
雅
彦

⑥
松
田
和
樹

⑦
河
村
利
道

⑧
竹
内
浩
一

⑨
新
井
谷
正
代

⑩
松
田
賢
治主　　な　　内　　容

議案第 10 号 坂祝町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
◎ ○

欠

○ ○

欠

○ ○ ― ○ ○岐阜県国民健康保険運営方針による本町に対する納付金額を基
に必要な保険税額を算定するため､ 所得割等の税率を改正

議案第 11 号 坂祝町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条
例について ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ×
一般廃棄物処理手数料の額を変更

議案第 12 号 坂祝町農業集落排水処理区域流入分担金徴収条例の一部を改正
する条例について ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
工業標準化法の改正に伴う所要の改正

議案第 13 号 令和元年度坂祝町一般会計補正予算（第 7 号）について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

1 億 5,876 万円を減額し､ 総額 34 億 3,471 万円

議案第 14 号 令和元年度坂祝町国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）に
ついて ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
3,160 万円を減額し､ 総額 9 億 8,317 万円

議案第 15 号 令和元年度坂祝町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）に
ついて ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
187 万円を増額し､ 総額 8,672 万円

議案第 16 号 令和元年度坂祝町介護保険特別会計補正予算（第 2 号）について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

217 万円を増額し､ 総額 6 億 7,489 万円

議案第 17 号 令和元年度坂祝町下水道事業会計予算（第 2 号）について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

293 万円を増額し､ 総額 2 億 8,600 万円

議案第 18 号 令和 2 年度坂祝町一般会計予算について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

総額 32 億 900 万円

議案第 19 号 令和 2 年度坂祝町国民健康保険特別会計予算について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

総額 8 億 5,000 万円

議案第 20 号 令和 2 年度坂祝町後期高齢者医療特別会計予算について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

総額 9,600 万円

議案第 21 号 令和 2 年度坂祝町介護保険特別会計予算について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

総額 6 億 9,100 万円

議案第 22 号 令和 2 年度坂祝町水道事業会計予算について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

総額 2 億 7,921 万円

議案第 23 号 令和 2 年度坂祝町下水道事業会計予算について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

総額 3 億 9,788 万円 

議案第 24 号 町道の路線変更について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

大針 23 号線､ 大針 64 号線

同意第 2 号 人権擁護委員の推薦につき同意を求めることについて
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

髙橋俊道氏

請願第１号 ｢憲法を変えず､ 憲法が生かされる政治を願う｣ 意見書の採択を
求める請願について

× × × × × × ― ○ ○国に下記の項目を意見書として提出すること
１．憲法第９条を変えないでください
２．憲法の平和・人権・民主主義が生かされる政治を実現して
　　ください

発議第１号 国会における憲法論議についての意見書について
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ×日本国憲法について、国民の広範な理解が得られるよう、国会

の憲法審査会で丁寧な議論を進めるよう求める
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議会の決定で、町はどう変わるの？

新型コロナウイルスの感染が拡大していることから、今回の定例会では、会
期中全ての傍聴をご遠慮いただくこととしました。感染の拡大を防ぐためとは
いえ、大変申し訳ございません。一刻も早く事態が収束し、多数の方に傍聴し
ていただけるよう願っております。

全国的に臨時・非常勤職員が大きく増加していますが、その処遇等が明確に
されていませんでした。
そのため、「会計年度任用職員」として、各種制度の明確化を図るとともに、
給付等について規定を整備するものです。

ご
挨
拶

この度、坂祝町議会におきまして人権擁護委員再任の推薦同意をいただきました。
今後とも坂祝町の皆様の相談パートナーとして活動してまいりますので、困ったことがありましたら、
お気軽にご相談ください。

補正額合計 １億８,３３９円の減額

内　訳 ―――――――――――――――――――――
　一般会計　　　　１億５,８７６万円の減額
　国保特別会計　　　　３,１６０万円の減額
　後期高齢特別会計　　　１８７万円の増額
　介護保険特別会計　　　２１７万円の増額
　下水道事業会計　　　　２９３万円の増額

今回の補正では、特に一般会計において、
入札差金等により生じた不用額の大幅な減額
が行われました。

住  所　坂祝町深萱８５５番地１
氏  名　髙橋　俊道（たかはし　としみち）さん
任  期　令和２年７月１日から令和５年６月３０日まで　３年間

いままで３期（９年間）務めていただきましたので、今回で４期目と
なります。よろしくお願いいたします。

一般会計… 特別会計… どう違うの？
一般会計は、福祉や教育、消防など町民に広
く行われる事業の会計です。それに対して特別
会計や事業会計は、「特定の事業」を一般会計
とは別に行う会計です。
大きな違いは、一般会計がすべての町民の生
活に直接かかわっているのに対して、特別会計
と事業会計は町民の一部（受益者等）に関係し
ていることです。そのため、予算の状況把握に
は一般会計が用いられることがあります。

　【お詫び】 新型コロナウイルス感染拡大に伴う傍聴について　

　 会計年度任用職員に関する条例改定 　

　一般会計、特別会計、下水道事業会計補正予算　

　 人権擁護委員の推薦同意 　
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令和２年度の予算総額は、前年度に比べて２億５,０３３万円の減でした。
なお、予算を審査した内容については別ページの委員長報告をご覧ください。
本格的に柴山町長の公約に掲げられた「健全財政に向けた取組み」が始まりました。議会では
その取り組みをしっかりチェックしていきます。

議会では定例会の一般質問等を通じて、さまざまな提言を行ってきました。
その中で、新年度予算に計上されたものは次のとおりです。（一部）

▶ほぎもんバスを小型化し、
　２台分のリース代として、約２70万円

▶ごみの減量化のため、伐採枝等の処理機械の購入補助として、３台分  6万円

▶農業委員、農地利用最適化推進員の
　報酬に活動実績に応じた交付金
　として、240万円

健全財政で将来も安定した町づくり
◦支出超過の財政を改め健全財政に立て直し

決定！ 新年度予算

予算化された議会の提言

一 般 会 計
特 別 会 計
水道事業会計
下水道事業会計

３２億　９００万円
１６億３,７００万円

２億７,９２１万円
３億９,７８８万円

  総  額  

５５億２,３０９万円

柴山町長の公約
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委員長から報告があります!
総務常任委員会では、令和２年度予算について審議し、次のように審査報告を行いました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条
の規定により報告します。

■１ 付託事件名
議案の番号 件　　　　　　　　　　名

議案第１８号 令和２年度坂祝町一般会計予算について
議案第１９号 令和２年度坂祝町国民健康保険特別会計予算について
議案第２０号 令和２年度坂祝町後期高齢者医療特別会計予算について
議案第２１号 令和２年度坂祝町介護保険特別会計予算について
議案第２２号 令和２年度坂祝町水道事業会計予算について
議案第２３号 令和２年度坂祝町下水道事業会計予算について

■２ 付託年月日　令和２年３月４日

■３ 審査の日数　令和２年３月１１日（１日間）

■４ 審 査 内 容
付託議案審査に際し、以下の点に留意して行った。
審査にあたっては、予算書、予算編成の内容、予算概要一覧等を参考資料に、予算が適正

かつ効率的に配分されているか、またその効果がいかに図られるかを主眼に審査をした。

■５ 審査の総括
令和２年度一般会計は、町税が前年度比１．４％増となっており、普通交付税額が微増し

ている。地方交付税や基金の取り崩し、臨時財政対策債などで総額は３２億９百万円で、前
年度比７．３％の減額予算である。

■６ 審査にあたっての意見
（１）一般会計予算

① 総務課
ア　坂祝町第７次総合計画は本町の根幹をなす重要な計画であるため、住民や議会と密接に

協力して策定を進められたい
イ　坂祝町第７次総合計画に地域計画を取り入れられたい
ウ　防災倉庫に早急にマスクを備蓄されたい
エ　防犯灯について、安全面を考慮し、近隣自治体を参考にその在り方を検討されたい
オ　総合行政システムについて、費用や利便性等を考慮し、契約更新に向けて検討されたい

② 産業建設課
猟友会員の高齢化等に伴い、活動の低下が見込まれることから今後の人材育成に取り組ま

れたい
③ 教育課

ア　オリンピックの感動を分かち合う事業について協力されたい
イ　町民ふれあいプールの今後の在り方について早急に方針を示されたい
ウ　ＪＡ坂祝支店の移転が行われることから、郷土資料館について今後の方針を示されたい

■７ 表 決 方 法　挙手による

■８ 表 決 結 果　全議案可決（全員原案賛成）

以上、意見を交えて総務委員会の審査報告とします。

予 算 審 議
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委員長から報告があります!

■ 編集委員から

新たな試みとして、富加町議会と合同で研
修会を実施しました。

当日は、早稲田大学マニュフェスト研究所
事務局長の中村 健氏より「次の議会改革に
必要なものは何か」を演題として議会改革等
について講演をしていただきました。

今後の議会活動に役立ててまいります。

現在、国内はもとより海外でも新型コロナウイルスの感染が猛威を振るっています。り患

された方や関係者の方にお見舞いを申し上げます。一刻も早い終息に向け議会としても取り

組んでまいります。また、卒業式や入学式も軒並み中止、あるいは規模縮小となってしまし

ました。残念ではありますが、節目を迎えられた皆さんのご活躍を祈念しております。

本号から表紙を全面写真としました。今までとは違った印象

を持っていただけたでしょうか。

また、「読みやすさ」を念頭に、字数を減らし、写真やイラ

ストの掲載を増やしました。ページ数を減らし、コスト削減に

も努めました。

今後も皆様が読みやすい誌面作りに取り組んでまいります。

本年の町社会福祉大会は、社会福祉の推進
に貢献された方々に対し、表彰並びに感謝状
の贈呈を行うとともに、「共生」をテーマに
掲げ、コミュニティソーシャルワーク事業を
通して浮かび上がってきた課題に対し、地域
にある社会資源の活用や人とのつながりによ
る様々な取り組みの可能性を学ぶ機会となり
ました。

1 月 27 日  坂祝町議会・富加町議会合同研修会

2 月 22 日  坂祝町社会福祉大会

議長や議員が出席・参加した主な行事・イベント
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新成人の皆さんに、これからの抱負と坂祝町の魅力について語って
いただきました。明日の坂祝町を担う皆さんの活躍を期待しています。

 社会のために
なれる大人に
石原  圭介

大人になった
　  責任を痛感
片桐  悠佑

  甘い考えを
捨てて

熊崎  純也

支えてくれた
  皆さんに感謝
久保  京菜

　人の役に
立ちたい

村松　葵

新成人になったからには、社会の為になれるような
大人になりたいです。
現在は東北の大学に通っていますが、将来の事まで
はまだ考えていません。
自然豊かな坂祝に魅力を感じています。

愛知県の大学に通っています。
育ててくれた両親に感謝すると共に、今日から大人

になったと責任を痛感しています。
郷土は住みやすいし、将来の事は分かりませんが社

会に出ても忘れられない町です。

僕は大学生です。
二十歳になったからには甘い考えではなく、責任を感
じています。
今まで親に育てて貰い、心から感謝しています。坂祝
で生まれ育って良かったと思うし、住みよい町であって
欲しいです。

二十歳という人生の節目を迎えられたことに感謝し
ています。これからは大人の女性として、人の役に立
つ人間になりたいです。
生まれ育った坂祝は大好きで、皆さんが親切で生き

がいのある町です。

大人になったという実感と、責任感を感じます。
育ててくれた両親や恩師、それに友達らに支えられ
感謝しています。
坂祝町は小さな町ですが、きちんと挨拶ができるよ
うになって、素晴らしい町だと思います。
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